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カタル シス と戯 曲 の構造







は じ め に
ある人の葬儀に列席して,印象深い話を伺 った。私が尊敬 していた方であっ
たが,先 の戦争で辛酸を舐めた後,教 育事業に携わり,豊かな知恵と人格に




「人は人生の中でさまざまな苦労を経験 しますが,そ れは坂の登 り下 りに
比べ られるでしょう。上 り坂,下 り坂,そ れなりに注意や用心が必要です。




こごで,い かにもその人 らしい冗談が出て,聞 く人は皆笑いに誘われたと
言 うが,そ の 「三番目の坂」 とは 「まさか」という坂である。
確かにこれだけは避けて通ることは出来ない。予測不可能であるが,必 ず
や人生のさまざまな局面に襲って くる突如の災難,偶 然 といえばそれまでだ
244
58
が,巻 き込まれた当人 にとっては運命 であるか のように感 じられ る。そ して,
これがその講話 の肝心 な ところだが,そ の 「ま さか」 に対処 す る態度 によ っ
て,そ の人 の全人格 が顕 わになる,当 人 の品格 が試 される と言 う。 恐 ろ しい
ことだが,そ の 「まさか」 を どう乗 り越 え るかがまさ しく人生 の試練 で あろ
う。
い うまで も無 く,私 たちはこの 「ま さか」 の事態 を避 けよ うとして生 きて
い る。考え るの も煩わ しいことだ か ら,普 段 の生活で は想像 しよ うとも しな
いのが普通であ る。
さて,こ こか らが,私 の論文 になるのだが,実 人生 はさて おき,こ の 「ま
さか」の事態を描 くのが演劇であ る。 いや,演 劇 にとどま らず,す べ ての小
説や フィクシ ョンは挙げて この局面を取 り上 げて,そ こか ら人生 の 「意 味」
を追 求 して居 ると言 っていい。そ うでな ければ劇や小説 への興味 は半減す る。
平 々凡 々た る生 活の登 り下 りを描いた ところで何の興味 も沸 きはす るまい。
この 「ま さか」 とは,演 劇の理論 的用語では 「逆転 」 とい う。人物 たちが
自己の意 図 した行 為の 目的におよそ相反 した事態に陥 った時 にどうす るか,
劇作 家 に とって これ ほど意 欲が掻 き立 て られ る状況 は無 いで あろ う。 そ の
「逆転」 は 「認 知」,「苦 難」場面 と共 に ア リス トテ レスが 『詩学』 の中で用
いた,悲 劇 のカタル シスを もた らす工夫 の ひとつであ った。
1『 詩学』 とギ リシア悲劇
逆転 とは,認 知,苦 難 と共 に,ア リス トテ レスが 「詩学』 の中でカタル シ
スを もた らす最大の要素 と して論 じた,悲 劇 の構成要素で ある。
『詩 学』 の 中でア リス トテ レスは,ギ リシア悲劇 が読者 や観 客 に及 ぼす効
果,つ まり悲劇の 目的,意 義 と して こう述べ た。悲劇 とは 「憐 れみと恐 れを
抱かせ て,そ の ような苦 しみ の感 情の カ タル シス(浄 化)を もた らす」(6
章1449b27,28)。
この一言 をめ ぐって さま ざまな解釈 が行われ てい るが,プ ラ トンの芸術論
との対比 として解釈す る と分 か り易 い。 これは プラ トンの本音 であ ったか否
かは分 か らないが,彼 は 『国家』 の中で,叙 事 詩人 や悲劇作家 を理 想社会か
ら追放 した。詩人 たちは勝手 に作 り上 げた ミュー トス(物 語)に よ って神 々
や英雄 たちを真理(イ デア)か らはるか隔た った劣悪 な存在 として描いた。
神 々が お互 いに騙 しあった り,英 雄 たちが恐 れた り,涙 した りす るかの よう
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に語 るの は,将 来戦士 たるべ き青年たちに悪 しき影響を与えずには置 かない。
若者 たちには死を恐れず,不 幸 にあ って も嘆 くことな く,平 静 に耐 えるよ う
に教育 しな ければな らない(『国家』386A-E)。戦士 た るべ き市民 たちは,
敵へ の同情や死への恐怖を抱 くべ きで はない。 ア リス トテ レス も,ひ ょっと
した らかな りふ ざけて師への反論を企て たの か も知 れない。 デ ィオニ ュソス
祭 で市民 たちすべてが鑑賞す る悲劇 は,憐 れみ と恐 れの 「苦痛 の感情」(パ
テーマ タ)を刺激す る。 しか し過剰 の情念 はカ タル シス(浄 化)さ れ るのだ。
演 劇用語 と して この語を用 いたの はア リス トテ レスが初 めてであ ったか も
知 れない。 カタル シスは日常用語 と しては,① 宗教儀式 におけ る穫 れ払い,
「清 め」で あ り,② 医療 での身体 の浄化,あ るいは女性 の月経 を意 味 してい
た。 悲劇 を見 ることによって湧 き上 がる激 しい憐 れみ と恐 れの感情 はなだめ
られ,浄 化 され る。 デル フォイ神殿 の門 に記 されていた金言,「過度 に陥 る
なかれ,中 庸 であれ」 の理想が実現す るのではないか。 ア リス トテ レスは こ
の ような カタル シスの経験 を 「悲劇 に特有 の喜 び」(14章1453b12)とした。
その悲劇 に特有 の喜 びはどのよ うに して もた らされ るのか。悲劇の内容で
ある ミュー トスの構成 が第一 に問題 となる。 ミュー トス とは,先 の プラ トン
が詩人 の作 り話 だとか らかったが,話,物 語一 般を指す。 しか し本義 は 「神
話」 と訳 されるギ リシア人 の伝承 の物語 であ る。 ギ リシア悲劇は ホメーロス
にな らってそのよ うな 「神話」 を もっぱ ら材 料 とした。 しか しア リス トテ レ
スはその神話 内容 ではな く,ミ ュー トスの構造的側面,物 語を構成す る事件
の配列 に着 目した。 「ここで私が ミュー トス とい うの は事件 の組 み立てで あ
る」。 物語 の筋,演 劇用語の 「プロ ッ ト」 がこれに相 当する訳語 であろ う。
『詩学』 の主要な論議 はほ とん ど この プロ ッ トの構 成方法 について費や さ
れて いる。 プロ ッ トを作 り上 げ る諸事 件は,発 端,中 間,終 結の三部 に分 か
れ(7章1450b26-34),それぞれの 出来事 は偶然 を排 除 して必然的(ア ナ ン
カイオ ン)か 蓋然的(エ イ コス)か に組み立 て られな けれ ばな らない(7章
1451a13,14)。特 定の性格 と思想 を持 った人物 た ちの意 図的 な行 為 によ っ
て事件 が起 こるが,そ れによ って 「葛藤」が生 じ,最 後 には 「解決」 が もた
らされ る(18章1454b24)。プ ロ ッ ト全体 は,「一つ の完 全な行動(プ ラ ク
シス)の 再現(ミ ーメー シース)」(6章1449b25)とな る。
悲劇特 有の喜びであ るカタル シスは この ような原理 の上 に成立す る。 その
ためには特別な技巧,プ ロッ トの工夫があ る。
・変転:人 物の境遇 の変化。 これ には次の可能性 がある。善人 が幸福 か ら
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不幸 にな る。悪人 が不幸か ら幸 福にな る。 まった くの悪人 が不幸 にな る。
これ らはいずれ も憐 れみ と恐 れを もた らさない。 それ らの中間で 「有徳
者 や正義 の人 ではないが,卑 劣,邪 悪のゆえに没落 す るので はな く,判
断 の過 ち(ハ マルテ ィア)に よ って不幸 にな る人」(13章1452b32-1453
a12)がカタル シスを もた らす。例 としては 『オイデ ィプス王』。
・視 覚的要素:仮 面 や,演 出上 の装置 の工夫,デ ウス ・エ クス ・マキ ナ
(神の 出現)は,恐 怖 の感 情を観客 に与 え たと思 われる。 ア リス トテ レ
スはこのことを認 めばす るが,技 法 と して は賞賛 しない。取 り分 けて デ
ウス ・エ クス ・マ キナによる解決 はプ ロッ トの流 れに とって,必 然的で
も蓋然的で もな いか らで ある。
・逆転 ・認知 ・苦難:こ の三要素 がカタル シスを もた らす最大 の要 素で あ
る(11章1452a23-1452b12)。
逆転(ペ リペテイ ア):行 為がそれ まで とは反対の方向へ変転す ること。
認知(ア ナ グノ リシス):(人物相互 間の)無知か ら知への転換。
苦難(パ トス):人物 が破滅 した り苦痛を うけた りす る行為。死,苦 痛,
負傷な ど。
さらに16章 では,認 知 の方法 が類 別 されて いる(1454b19-1455a21)。
① 神 話伝承ではお決 まりにな って いたその人固有の癌 傷跡,所 持 品,
首飾 りな どが,当 人が誰であ るかの判断 を もた らす。
② 登場人物 に 自己を名乗 らせ る。 これ は作者の考案 と して否定 されてい
る。
③ 記憶;過 去 の記憶 に結 びつ く何かの事物 を見て,相 手 を思 い出す。
④ 推論;ア イスキ ュロス 『コエーポ ロイ』 でエ レク トラは墓 に備 え られ
た髪束 を見 て,弟 オ レステスが来てい ると推測す る。 有 る事 を手がか り
に,相 手 が誰 であるかを推 測す る。
⑤ 観客 の誤 った推論 を利用;観 客に誤 った推測を させ,そ の裏をか く手
法。近代劇 や推理小説 の方法 だが,ギ リシア悲劇 の現 存作 品 には存在 し
ない。
⑥ 出来事 の結果 と して起 こる認知;プ ロッ ト進行 の必 然性 を感 じさせ る
ので ア リス トテ レスはも っと も優れ た もの として評価 してい る。 実例 と
して 『オ イデ ィプス王』 と 『タウ リケのイ ピゲネイア』。
逆 転 と認知 は憐れみ と恐れ を喚起す る強烈 な要素 だが,す べての悲劇 が備
えるべき要素 ではない。逆転,認 知な しに変転が起こるのは 「単一 プロッ ト」,
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逆転,認 知 を伴 って変転 が起 こるものは,「複 合 プロ ッ ト」 と呼 ばれ る(10
章1452a13-18)。逆転 ・認知 はカタル シスの必 要条件 で はないが,十 分 条
件であ る。
逆転 ・認知 の例 と して挙 げ られて いる悲劇 作品の うち,現 存す るのは三 つ,
アイスキ ュロス 『供養 す る女 たち』(コエー ポロイ),エ ウ リピデス 『タウ リ
ケのイ ピゲネイア』,そ して ソボク レス 『オ イデ ィプス王』 であ る。 その中
で も最 も優れた例は 「オ イデ ィプス王』で ある。
逆 転 とは,上 述の ようにこれ まで とは反対 の方 向へ と転 じる,行 為 の
転換の ことであ る。 しか もこの転換 は,わ た したちがい うよ うに,あ り
そ うな仕方で,あ るいは必然的な仕方 で起 こる事 が求 め られ る。
た とえ ば,『オイデ ィプス王』 で は,あ る男が や って きてオ イデ ィプ
スをよ ろこぱせ ようと し,ま た母親 にたいする恐怖 か ら解放 しよ うと し
たが,オ イデ ィプスの素性を明かす こ とによ って,ま さに反対 の ことを
お こな った(1452a25-27)。
認知 とは,そ の名が示 して いるよ うに無知 か ら知 への転換 一 その結
果 と して,そ れ まだ幸福 であるか不幸 であ るかがは っき りしていた人 々
が愛す るか憎む ことにな るよ うな転換 一 であ る。
認知 の もっともす ぐれ てい るの は,『オイデ ィプス王』 における認 知
の ように,そ れが逆転 と同時 に生 じる場 合で ある(1452a30-34)(松本
仁助,岡 道男訳,岩 波文庫)。
これ らの記述 に したが って 『オ イデ ィプス王』 の該 当箇所 を分析 してみ よ
う。
エペインデ ィオ ン皿2景
コ リン トスの使者到来,イ オ カステへ の報告(924-949行)。
喜 びと嘆 きの共 存:コ リン トス王 の死=オ イデ ィプ スの王位継 承(937,
938行)。
エペインデ ィオ ン皿3景





使者 は王 を安心 させ よ うとす る(1004行以下)オ イデ ィプ スはポ リュボ
ス王 の実 子ではない(1017)。
函:「 殺害者を探す」行動は 「王の素性の究明」へと変わる。
王 は,か つ て羊飼 いで あ った使者 が キタイ ロ ンで拾 った捨 て子 であ った
(1021-1036)o
認 知の手段;証 拠 と しての足 の傷(印 による認知:オ イデ ィプス=腫 れ
た足)の 由来(1032-35)。
赤子 の オ イデ ィプス を使者 に手 渡 した の は ライ オ スの羊 飼 いで あ った
(1039-1046)o
イオカステの反対に もかかわ らず王 は羊飼 いを召喚す る(1069)。
イオカステによる真実の[調(1056-1072)と[璽](宮殿内での自殺)。
オイデ ィプスの素 性を知 った イオ カステの感情 の激変 に注意:こ の段 階で
はイカステのみが真実を発見 して いる。彼女 はオイデ ィプスの素性 の究 明
を妨 害 しようとす る。それが不可能だ と知 って;自 殺す るた めに宮殿 に駆
け込 む。
エペインデ ィオ ン皿4景
オイデ ィプスの 偽 の認知(誤 解);イ オ カステの不可解 な行 動が,王 の憎
しみを誘 う。 自己の出生(奴 隷の子あ るいは女神テ ユケ ーの子)に つ いて
のア ンヴィヴァ レン トの意 識(1073-1085)。
スタシモ ン皿 キタイ ロン賛歌(ヒ ュポルケ ーマ;コ ロスとオ イデ ィプス
の舞踊)。
王 の素性 についての コロスの推測;偽 の認知;オ イデ ィプスは神 の子 であ
る。母 はキタイ ロン山に住 むニ ンフ。想定 され る父 はパ ン,ア ポロ ン,ヘ
ルメス,バ ッコス。
工ペ インデ ィオ ンV
1景 王の出自の証人である羊飼いの到来。
2景 使者 と羊飼の対面:羊 飼いは王の素性をすでに知 っている。
秘密を知ろうとする使者に対する羊飼いの[怒り]と[亘](1146)。








2景(コ ンモ ス)オ イ ディプスの自己認識:運 命 と自由についての意識。
3,4景 娘 たち との別 れ,将 来 の展望。
5景 退場 の歌:コ ロスに とっての状況認識。人間の悲劇的条件,幸 福 と
はなにか。
実際 の分析か ら分 かるよ うに,ア リス トテ レスの記述 に反 して,逆 転 ・認
知 は同時 に生 じてはいない。 スタ シモ ンを はさんで二つのエペイ ンデ ィオ ン
にまたがっている。 しか しこうも考 え られ るだ ろう。 コ リン トスの使者到来
以降 の戯曲後半部全体 が,逆 転 ・認知 ・苦難の長大な場面を構成 して いると
見 れば,ア リス トテ レスの記述 は正 しい,と 。
しか し 『オイデ ィプス王』 は逆転 ・認知 ・苦難が相接 して戯曲の後半部,
葛藤 の解決部分 に集 中 した稀 な実例 であ る。 ア リス トテ レスが認知の例 と し
て取 り上 げ る 『コエー ポロイ』 でのエ レク トラとオ レステス姉 弟,『 タウ リ
ケのイ ピゲネイア』 のオ レステス とイ ピゲネイアの出会い は,戯 曲の 中間部
で起 こ り,逆 転 を伴 っていない。 多 くの悲劇は苦難はあ って も逆転,認 知 を
欠 いている。結末部 のデ ウス ・エ クス ・マキナ に乗 って現れ る神 は,さ ぞか
し恐怖 を もた らしたであろ うが,神 の もた らす解決は,事 件の必然的,あ る
いは蓋然的展 開の外 にあるので,ア リス トテ レスの好 む ところではなか った。
ところで,不 思議 な ことだが,こ うした逆転 ・認知 場面は,む しろシェイ
クス ピアの戯曲 において こそ典型 的な形,そ の技巧 的展開が見 られ る。そ の
い くつかの側面 を次章 で観察 してみたい。
llシ ェイ クス ピアの悲 劇
ギ リシア ・ローマの古典文学 について,シ ェイ クス ピアはかな りの教養 を
備 えて いた と考 え られるが,『詩学』 につ いての知識 は持 たなか った らしい。
しか し彼の戯曲 には,必 ず と言 っていいほ ど逆転 ・認知 場面 が認 め られ る。
例 えば 『ハ ム レッ ト』 冒頭部,エ ル シノア城 に出現 した亡霊 が,亡 き父王で
あることをハム レッ トが認知する場面 のよ うに,戯 曲の随所 に認め られ るが,
注 目すべ きことは,第 五幕 の結末部 で常に描かれ る逆転 ・認知場 面であ る。
シェイクス ピア特有の二重,三 重 の プロッ トが,こ の逆転 ・認 知場面で一
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つに結び合わされ,劇 全体の結末となる。逆転 ・認知の結果 として悲劇では
ヒーローの死が悼まれ,喜 劇では結婚の喜びが祝われるのもこの最終場面で
ある。ギ リシア悲劇ではむしろ珍 しか ったプロッ トの 「解決」 と結びついた
シェイクス ピアの技法を,い ま少 し観察 しておきたい。彼の戯曲に特有のこ
ととして,次 の諸点に注意。悲劇では
① 最終場面,ヒ ーローの死に際 して,必ず逆転 ・認知場面があり,受苦
場面と結びつ く。
② この最終の逆転 ・認知 ・受苦場面はまた,それまでの葛藤の解決でも
ある。







『ハ ム レッ ト』
認知場 面(V-2):ハ ム レッ トの ホ レー シ ョへ の報告。 イギ リスへの船旅
で,ハ ム レッ トを暗殺 させよ うとする国王 の密書を手 に入 れた こと。王の悪









逆転 レアテ ィーズ との決闘場面(239-344)。
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(逆転1)王 がハ ム レッ トに薦 める毒杯 を王妃が誤 って飲 む(297-308)。
(逆転2)レ アテ ィー ズの持つ毒 を塗 られ た剣がハ ム レッ トの剣 と取 り違
え られ る(316)。
王妃 の死(323-324)。
瀕死の レアテ ィー ズの証言;国 王 によるハ ム レッ トの毒殺計画:最 終認 知
(317-344)o
その結果;国 王 の殺害。復讐 の成功(340)。ハ ム レッ トの死:苦 難(363)。
結末:ホ レー シ ョとフ ォーテ ィンプラスがハ ム レッ トの名誉 を称え る。秩
序の 回復。 フ ォーティ ンプラスによる王 国の継承(363-417)。
『オ セ ロー』
逆転 ・認 知(V-2):デズ デモーナ殺害 の後エ ミリアが イアー ゴーの姦 計
を暴 く(149-259)。
エ ミリアによる真実暴露:ハ ンカチーフは彼女 がイアー ゴー に手渡 した。
イア ーゴーはエ ミリアを刺 して逃走(149-232)。
エ ミリアの死:デ ズデモーナの潔 白が確認 され る(250)。
オセ ローの悔恨,真 実 の認知,苦 難(231-357)。
その結果。 ロ ドヴ ィー コーの宣告① オセ ローの指揮権 剥奪,② 後任 はキ ャ
シオ ー,③ イアー ゴーの処 罰(282-336)。
オセ ローの自殺:認 知 の結 果 としての名誉 あ る自殺。
オセ ローの名誉 が称 え られ る(357-359)。
結末:ロ ドヴ ィー コーの結語① イアー ゴーの処罰をキ ャシオー に委任,②
オセ ローの財産 をグ レー シア ノーに託 す。 この悲劇的事件 をヴ ェニ スに報
告。 この最終場面 で人 々の善悪 が裁 かれ ると共に,キ プロス島 の秩序 が回
復す る(367-370)。
『リア王』
逆転 ・認知(V-3,40-328)ブリテ ン軍 の陣営。
逆転:リ ーガ ンはエ ドマ ン ドとの結 婚を望むが ゴネ リル は反対。
オールバニ も反対;エ ドマ ン ドを反逆罪で告発(逆 転)。オ ールバニ は妻
ゴネ リルがひそかにエ ドマ ン ドと通 じていた ことを知 って いた(62-96)。
エ ドマ ン ドへの挑戦者 エ ドガー(匿 名)登 場(120)。
認知:エ ドガーはエ ドマ ン ドを破 り身分を現 す(168-175)。
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エ ドマ ン ドの改心 と告 白。
報 告,リ ーガ ンの毒殺 とゴネ リルの 自殺(224-234)。
再 度の逆転。エ ドマ ン ドが リアとコーデ ィリアの殺害 を命 じた こと(245-
258)。
苦難:リ アが コーデ ィ リアの死体 を抱 いて登場。 リアとケ ン トの認 知,和
解。 エ ドマ ン ドの死の報告。 リアの死(259-313)。
最 後の台詞はオールバニ による。
リアーの死が悼 まれ,人 々の苦 しみが銘記 され る。王国の秩序 回復 の暗示
(325-328)o
『マ クベ ス』
魔 女の二 つの予言 「女が生みお と した もの はマクベ スを倒す こ とはない」
(IV-1,80),「大 いな るバ ーナムの森が ダ ンシネー ンの丘 に進軍 す るまでは
マクベスは滅 びない」(92-94)が,「まさか」の形 で実現す ることが,逆 転 ・
認知 を もた らす。
「苦難」の開始(V-1)
マクベス夫人 の狂乱 と悔 悟;彼 女はダ ンカ ン王殺害 の時を思 い起 こ し,自
分 の手 が永久 に血 で汚 れてい ることを嘆 く。 王の殺害 のみな らず,マ クダ フ
の妻 やバ ンクオー殺害 に も彼女が加担 していた ことが分 か る。 彼女の秘密 は
医師 に察知 される(認 知)(18-86)。
逆転 の開始:ダ ンシネー ン城 攻撃が始 ま る(V-2,1-31)。
ダ ンカ ン王 の武将 たちがマルカム,マ クダ フたちのイ ング ラン ド軍 にバ ー
ナムの森 で合流 しよ うと している。 彼 らは森 の木 の枝 をかざ して進 む。かつ
ての仲間 たちが敵 に回 ったのでマ クベスは孤立 し,彼 の犯罪 は今や天下 に明
らか にな って いる。
逆転 ・認知 ・苦難(V-5)
マ クベ スに夫人の死が報告 される(V-5,16)。
夫 人の死の認知 は,彼 女 に対す る哀悼以上 に,マ クベ ス自身 と人生 その も
のについての悲痛な感慨 を彼 に もた らす(17-28)。
逆転1使 者 の報告;バ ーナムの森が動 いた(32-38)。マクベスは破 滅を
知 り,絶 望的な戦 いに出て行 く。
予言 その2の 結 末。 マ クベ スの城が落 ちる(V-7,29)。
逆転2予 言 の実現 その1;マ クベス とマ クダ フの決闘(V-9)。
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マ クダ フは 「裂 かれ た母 の腹か ら月足 らずで この世 に出た」。 マクベスの
認知(12-34)。
マクベスの死,秩 序の回復,祝 祭:最 終場面(54-75)。
マルカムがス コ ッ トラ ン ド王 になる。
人 々の歓 呼。良 き王 とな る意思 の表明。戴冠式へ の招待。
マ クベスは人 々か ら憎 まれ たまま生 を終 えるが,武 将 と似 ての彼の勇敢 さ
は 自明の ことと して観客 に印象づ け られる。
四大悲劇の結末部 において 『詩学』 に定義 された逆転 ・認知 ・苦難がユニ ッ
トとして示 され ることが分 か った。逆転 は認知 の結果 である。肉親や友人 が,
突如 その正体をあ らわ に して敵対者 である ことが分 った時,状 況は逆 転 して
それまでとは反対の行動を とらざるを得な い。「逆転 は認知 と同時に起 こる」。
さらに,こ れ はア リス トテ レスが触 れなか った ことだが,悲 劇の最終場面 は,
ヒー ローの死が痛 まれ るのみ な らず,王 国の秩序 回復,平 和 の実 現が示唆 さ
れてい ることに注意 しよ う。苦難 の結果 としての平安,こ れが,シ ェイ クス
ピアの カタル シスだ と言 って いいであろ う。
皿 シェイクス ピアの喜劇
しか しまた,逆 転 ・認知 ・苦難 そ して秩序 の回復 とい う連 鎖 は,面 白い
ことに シェイクス ピア喜劇 において,よ り明瞭に観察 され る。 まず シェイク
ス ピア喜劇 の構成 につ いて概括 してみよ う。
① 喜劇 の結末 は必ず結婚式 とその祝宴 に終 わる。彼 らは通常,主 人公役
で ある若 い ヒーロー とヒロイ ンのカ ップルであ り,冒 頭 か ら相思相愛 の
関係で あることが示 され る。
② 結婚 に至 るまでに,彼 らは結婚 の障害 に出会 う。 多 くは父親 あるい
は年長の親族 が反対す る。 ライ ヴァルが現れて横恋慕 をす る場合 もあ る。
③ ライヴ ァル は悪 しき人物 として描 かれるが,最 終場面 まで に,彼 らは
敗北 し,嘲 笑 され,改 心 するか追放 される。
④ ヒー ロー,ヒ ロイ ンの結婚 は,当 該 のカ ップルのみな らず,他 の友人
た ちの結婚 を も促 す。 三組,四 組 の結婚 が同時に祝福 され る。 『夏の夜
の夢』 ではアセ ンズの太守 シー シアス とヒッポ リ一 夕の結婚 に加 えて ラ
イサ ンダーと八 一 ミア,デ ィ ミトリアス とヘ レナの若い カ ップル,そ れ
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に妖精王 オーベ ロンとテ ィターニ ア夫婦の和解が祝 われ る。
多 くの喜劇 が この概括 に当て はまるが,こ こでは,ヒ ロイ ンが劇 中で少年
に変装す るエ リザベス朝 独 自の形態 を持つ い くつかの作 品 に注 目 しよう。 ヒ
ロイ ンの変装 をプ ロ ッ トに含 む喜 劇 は 『ヴ ェローナの二紳 士』 に始 ま って
『ヴェニスの商人』,『お気 に召 すまま』,『十二夜』,『シンペ リン』 へ と続 く。
典型的 な例 と して 『ヴ ェニスの商人』を見 よう。法学博 士に変装 したポー シ
アが,シ ャイ ロックを敗訴 させ る有名なエ ピソー ドであ る。
まず,変 装 の動機 が示 される(皿 一4)。夫バ ッサーニ オの恩人 ア ン トー二
才 の危機(シ ャイ ロックの告 発)を 救 うために,ヴ ェニスにお もむ くポーシ
アは,法 学博士 に変装す る計 画をネ リッサに打 ち明け る(皿 一4,57-62)。
ポーシア おいでネ リッサ,あ なた にはまだ言 わなか ったけれ ど計画が
あるの。
私た ちは夫 に会 えるのよ。
あの人 たちには分 らないで しょうけれ ど。
ネ リッサ 向こうだってこ っち と会 うんで しょうが?
ポー シア そ りゃそうよ,ネ リッサ。 で もあの人 たちに
私た ちが持 って いない ものを持 っているように思 わせ るのよ。
「持 っていな い もの」 とはペニ スの ことだ。 変装の計画が彼女 た ちを奇 妙
に浮 き浮 きさせ る。 恩人 を救 うとい うま じめな使命感 はまった く示 されない。
それまでのポー シアには認め られ なかったエロティ ックな幻想,恋 愛遊戯,
嘘をつき人 を騙 す喜 びが語 られ る。変装 によって,彼 女 たちは男 たちのよ う
にセ クシュアルな冗 談を楽 しむことが出来 るの だ。
裁判場面 は,こ うして発現 され た彼女 たちの両性具有 的な力の善 き側面 が
示 唆 され る。 シャイ ロ ックの敗 訴(IV-1,163-396)は劇全 体の逆転。 しか
し,変 装場面 は,そ れだけで は終わ らな い。
バ ッサーニオ が申 し出た礼 金を拒んだ ポーシアは,彼 の結 婚指輪 を騙 し取
る(IV-1,404-IV-2,12)。続 いてネ リッサ も,グ ラシアー ノの指輪 を騙 し
取 る(IV-2,13-19)。
聖な る結婚の誓 い として彼女 た ちが夫 に与えた指輪 は彼女 たち 自身 によっ




ベルモ ン トに戻 った一 同の再会 の挨拶 に続 いて
逆転:ネ リッサが グラシアーノの指輪 の紛失 を発見 し,結 婚の誓約 の破棄
を とがめる(142-165)。
次 いでバ ッサーニオの指輪 紛失 につ いて のポーシアの非難。彼女 たちは夫
たちが浮気 を した と言 いがか りをつ ける。 この場面 はまた,前 幕 の変装場 面
の結果 一 とい うよ りは持続(女 た ちは男た ちを騙 し続 けている)と 考 え ら
れ るか ら,言 葉 のや り取 りには,両 性 具有 の メタファー,さ らには去勢 のイ
メージが混 ざ り合 う(144-158)。さらに女 た ちは夫 に対す るセ ックスの拒否
(189-193)ばか りか,浮 気,乱 交 の意思 を表明す る(223-235)。
夫た ちは女た ちの舌鋒 に負 け,罪 の許 しを乞 う。 とにか く指輪 を失 くした
事 実は謝 らねば な らない(240-248)。
ア ン トーニオの仲裁。争 いの原因が 自分 にあ ると述 べ,再 度結婚の誓いを
行 うよ うに提案 す る(249-253)。
二度 目の指輪 贈与。 ア ン トーニオ を父親代理,保 証人 とす る正 式の結婚 式
(254-256)o
偽 の認知 と逆転。 問題の指輪を女た ちが取 り出 したので,彼 女 たちが本 当
に浮気 を したのだ思 い込 む。 性関係の極度の混乱の イメー ジ(257-265)。
指輪 エ ピソー ドの真正 の認 知,解 決は,こ れ に続 くポー シアの手紙 の朗読
によって明 らかに され る。女 たちは初 めて真実を語 り,こ の事件 が夫 たちを
か らか ういたず らであ った と告 げ る(266-285)。
単な るいたず らに しては度 の過 ぎたプラ クテ ィカル ・ジ ョークで はあるま
いか。遊戯 とはいえ,夫 たちは徹底 的に馬鹿 に され るのであ り,騙 す側の彼
女た ちも,妻 とはいえ床入 り前 の処女 である。前半部 の貞潔な ポー シアの性
格 とはおよ そそ ぐわ ない,エ ロテ ィックで破壊 的な女性,ト リックスター的
な女 性像があ らわ にな る。 しか し夫 たちは,怒 るど ころか この性 的混乱 を大
いに喜 ぶ(280-307)。
バ ッサーニオ 君 が博士 だったのか?そ れに気がつかなか ったとはね。
グラシアー ノ 君 が書 記だ ったのか,そ いつが浮気 を しよ うとしてい る
のかい?
ネ リッサ そ うよ,で もこの書 記,そ んな ことをす るつ もりはないわ。
大人 にな った ら別 だけれ ど。
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バ ッサーニオ 可愛 い博士 さん,こ れか らは僕 と君 とはベ ッ ド・メイ ト
だ。僕 が居 ない時 には奥 さん とベ ッ ドイ ンして くれて もいいよ。
ネ リッサの台詞 は彼女の役を演 じて いる少年俳優 にひっか けた しゃれであ
る。 まだ幼 いので浮気をす る気配 もない。少年俳優が女性の役 を演 じ,そ の
女性た ちが男装を通 じて他の人物 たちを騙 す。 エ リザベ ス朝 の演劇上 演の約
束事が ここで も効果的 に使わ れている。 それはエ ロティ シズム と両性 具有 の
イ メー ジを混ぜ合わせ,取 り違 え と錯覚 に よって,婚 姻 関係 の混乱,浮 気 や
乱交の夢を描 き出す。 その後 に貞潔 な夫婦 生活が営まれ るのは言 うまで もな
い。
しか し,『商人 』 を締 め く くるのはバ ッサーニ オとポー シア,グ ラシアー
ノ とネ リッサの結婚 だけではない。 ポー シアが手渡す手 紙 に示 され るが,そ
のひ とつはア ン トーニオの財 産の回復,難 破 したと思われて いた彼 の商船 は
無事 に港 についた。 二つ 目は シャイロ ックの財産が ロ レンツォ,ジ ェシカに
遺贈 されること。 これによって彼 らの結婚の合法性が承認 され るこ とになる。
逆転 場面 について。 この劇での逆転場面 は もちろん ア ン ト一二オの破滅を
た くらむ シャイ ロ ックが敗訴す る裁判 の シー ンであるが,プ ロ ッ ト全 体を締
め くくるのは,こ の最終場面に置 かれた逆転 ・認知である。 ポー シア,ネ リッ
サの変装エ ピソー ドは,三 幕 四場 のポー シアの男性へ の変装 に始 ま り,裁 判
場面(四 幕一場)を 経て,終 幕 の大 団円に至 る。 その閲す べての人物 た ちは
騙 され続 けるが,変 装の解除(こ こで はポーシアが正体を現 す)に よ る逆転 ・
認知 によって終 わる。 ヒロイ ンの変装 に始ま り,解 除に至 る劇中劇 とな って
いる。
変装 による劇 中劇 の技法 は,『十二夜』 で完成 する。『商人 』で は,ポ ーシ
アは劇 中劇 の主演 のみな らず演出 も兼ねていた。女神 のよ うに人 々を支配 し
ていたのであ る。『十二夜 』の劇 中劇 で は,変 装 する ヒロイ ン自身 に も危機
と苦難 が及 ぶ。
変装 動機(1-2):難 破 に よって兄 を見失 った ヒロイ ン,ヴ ァイオ ラは,
上 陸 したイ リ リアで兄を探すため に変装 し,侯 爵オル シー ノの小姓 とな る。
オル シー ノは この小 姓を,求 愛の使者 と して女伯爵オ リヴィア訪問 させ る。
オ リヴィアは変 装 した ヴァイオ ラに恋心 を抱 き,他 方 ヴ ァイオ ラは侯爵 に惹
かれ るが,男 装 してい るた め告 白が 出来 ない。恋 の三角形(ヴ ァイオ ラ→ オ
ル シー ノ→ オ リヴィア→ ヴ ァイオ ラ)が 彼女 を窮地 に追 い込 む。 さらに男性
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と見誤 られ た彼女 は決闘 に巻 き込 まれ る。 苦難,し か し滑稽な場面(皿 一4,
144-325)o
逆 転 ・認知 ・解決(V-1):ヴ ァイオ ラ と瓜二つ の兄 セバ ステ ィア ンの 出
現。三 角関係の解消 とヴ ァイオ ラ=オ ル シーノ,オ リヴィア=セ バステ ィァ
ンの結婚 の成立,大 団円(207-271)。
後期喜劇と逆転認知:劇 全体のプロットの逆転 ・認知 ・解決は,い わゆる
ロマンス劇 といわれる後期の四作品においてさらに円熟する。清 らかな王女
であるヒロインの結婚をめぐって,親 子,夫 婦,友 人たちが一堂に再会 し,
王位の譲渡 と新王国の繁栄が予約される。技法としては,当時のスペクタク
ルの最技術,音 楽を伴 うマスク(宮廷仮面劇)の 手法による華やかな舞台効
果が示される一方,言 語のイメージは,苦 痛と死,再 生と復活のメタファー
が混ざり合 う複雑な色彩 と音楽を奏でる。当然なが ら,劇全体の意味を締め
くくる長大なコーダとなっている。
『ペ リク リーズ』
前提状況:ギ リシア古代,ツ ロの領主 ペ リク リーズは数多 くの冒険の後,
船の難破で妃 セーザ と娘 マ リーナを見失 った。 それぞれが相手 を死んだ もの
と考 え,各 々の遍歴の人生が始 まる。 セーザはエペ ソスのダイアナ神殿 の巫
女 とな り,マ リー ナも辛酸な生活 を舐 め,つ いに女郎屋 に売 られ るに至 る。
しか し彼女 は身の心 も清 らかなままに客た ちに正 しい道 を教えて改心 を促 し,
客 とな った ミテ ィ リー二の太守 ライ シカマスの心 も捕 らえる。首尾 よ く女郎
屋 を脱 したマ リーナは(サ ッフォー のように)町 の娘 たちに学 問を教 える。
とりわけ彼女 の歌 はすべての人 々を魅了す る。 ち ょうどその頃,死 の床 に就
く老 いたペ リク リーズを乗 せた船が黒い帆を揚 げて ミテ ィリー二沖 に投錨 し
た。
逆転 ・認知場面(V-1):船 の上。 表敬訪問 を した ライ シカマス はペ リク
リー ズが妃 と姫 を失 った悲 しみに死 の床 にあ ることを知 る。 マ リーナの才能
を知 るライ シカマスは,彼 女 を呼んで,歌 の力に よる治療 を試み る。 これ に
続いて認知場面。
認 知1父 と娘 の認 知(V-1,75-232):スペ クタ クル場面,奥 舞台 の死
の床 に横 たわ るペ リク リースとその傍 らで歌 うマ リーナ。 魔術 的な歌の効果
でペ リク リースは起 き上が る。
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マリーナの歌にペ リクリーズは初め反発 し,彼女を突き倒す。父を失った
という彼女の身の上話に共感 したペ リク リーズは,さ らに会話を続け,つ い
に彼女が自分の娘であることを知る。認知の方法はお互いの名前の確認。方
法としては単純だが,家 族それぞれの名前や,別 離の状況を語 り合うので長
大になる。再会の喜びは死,苦 痛のイメージに重ねられる。
『ペ リグ リーズ』
お願 いだ。私 を打 ち,傷 つ け,苦 痛 を
与 えて くれ。 さもない と喜 びの海 に飲み込 まれて
甘 い死 の中に溺 れて しまう。(娘に)さ あ,お いで
おまえを生 んだ者 に,お まえ は生命 を与 えた。
海で生まれ,タ ル ソス に埋 め られ たおまえが
再び海で甦 ったのだ。
「死 か らの復活」 のイ メー ジは,彼 が ライ シカマスを迎 えて,衣 装 を礼服
に改 める準備 を し,床 か ら起 き上が る動作 によ って補強 され る。
スペ クタクル場面(238-248);眠るペ リク リーズの傍 らに女 神ダイ アナが
出現。エペ ソスの神殿 を訪 ねよ との神託。
認知2夫 と妻 の再会(V-3,1-43):ダイ アナの巫 女 とな って いたセ ー
ザ がペ リク リーズの声 を聞 いて気 を失い(模 擬 の死),夫 婦の認知 が行 われ
る(44-47)。続 いて母 と娘 の再会(48-58)
廷 臣ヘ リケーナスとセーザの認知。 マ リー ナ認知の証拠 と してペ リク リー
ズの指輪(38),セーザの所持 品(65)。
結婚式 の準備(68);ミテ ィ リ一二 の太 守 ライ シカマスが,マ リー ナの婚
約者 としてセーザに紹介 され る。 ほ どな くペ ンタポ リスで式が行わ れるであ
ろ う。
再生 のイメー ジが しば しば死 のイ メー ジに重 ね られ るのが,こ の劇 の特徴
だが,こ こで も結婚式 の話 題に重ねて,セ ーザ の父で あるペ ンタポ リス王 の
計報 が伝 え られ る。 これは次の結果 を生 む。結婚式 はペ ンタポ リスで行 い,
ペ リク リーズはペ ンタポ リス王を継承,ラ イ シカマスとマ リーナはツ ロの統
治を行 う(80-83)。
宴 への招待;セ ーザを救 ったエペ ソスの貴族 セ リモ ンが一 同を館 に招待す
る(65,82)。
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付記。 登場人物の死 は,ギ リシア,ロ ーマ喜劇 には存在 しない し,前 期の
シェイ クス ピア喜劇で も扱 われ なか った。 この劇 では前半部 に登場 す るアン
タイオ カス,ク リーオ ン,ダ イナオ イザ な どの死 の報知 があ る。続 く 『シン
ペ リン』,『冬物語』で は,舞 台上で の死 も実演 される。 この理 由か らこれ ら
は悲喜劇 と呼ばれ るが,一 方必ず結婚式 と祝宴 が結尾 とな る点で喜 劇の構造
は保たれてい ると判断で きる。
『シンペ リン』
幾重 もの筋 の解 決 と,8人 に及ぶ主要人物それぞれの認知 が描 かれ るため,
認知場面 は最 も長大,最 終場面(V-5)は486行 に も及 ぶ。 また これは ヒロ
イ ンの男装 による劇 中劇の解決部で もある。
前提状況:ヒ ロイ ンのイモー ジェンはブ リテ ン王 シンペ リンの先 妻の娘,
ひそか に結婚 したボステユーマスは王 の怒 りに触 れて追放 され る。 王の妃 は
イモ ージ ェンと王子 クロ トンを結婚 させ よ うとす るが,か なわぬ と知 ってイ
モー ジェ ン毒殺を図 る。 ローマに逃 れたボステ ユーマスは友人 ヤーキーモの
姦計 によって,イ モー ジェンの貞節 を疑 い,召 使 ピサーニオに彼女の殺 害を
命 じる。彼女 を憐れんだ ピサーニオは殺害成功の偽手紙 を送 って,イ モージェ
ンを変装 させて逃す。旅 の途 中出会 ったペ レリアス父 子は王子 クロ トンを殺
すが,イ モージェ ンはその死体 をボステ ユーマスだ と誤認 す る。やがて彼女
は,ブ リテ ンに侵攻 してきたローマの将軍 リュー シアスの小姓 にな る。 戦闘
の後 ローマ軍 は敗北,捕 虜 たちは シンペ リンの前 に引 き出 され る。
認知場面(V-5):シ ンペ リンのテ ン ト。
恋人同士の認知:イ モー ジェンがヤーキーモの持 つ指輪 を認 め,由 来を尋
ね る。 ヤーキーモの告 白,イ モー ジェンの指輪 を盗 み,彼 女の不貞の証拠 と
したこと。 ボステユーマス,自 己の過 ちを知 り,彼 女 を殺 害 した ことを悔や
む(136-228)。
イモー ジェンはボステユーマスを認知す るが,ボ ステ ユーマスは信 じない。
召使 ピサ ーニオが真実 を告 白。 よ うや く相互 の認知 が行われ る(228-264)。
同時 にそれ は父 と娘 の認知 で もある(233-272)。
父親 と息子た ちの認知:王 の息子 ク ロ トンの行方不 明について,そ の殺害
をペ レリアス父子が告 白,シ ンペ リンは彼 らに死刑 を宣告(273-311)。
ペ レリアス,二 人の息子 たちは実 は王 の失踪 した王 子た ちであ った ことを
明かす(315-369)。続 いて一族再会 の喜 び(369-405)。
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シ ンペ リン とボ ステ ユーマスの認 知:ロ ーマ軍 との戦 闘で手柄を立 てた兵
士 はボステ ユーマスであった。王 は彼 をイモー ジェンの婿 と して認め る(422,
423)。
敵 との和解:ボ ステ ユーマスがヤーキーモを許す(411-421)。
平和 の宣言:ブ リテ ンとローマの和平 の成 立。 シンペ リンは リュー シアス
と和解 し,占 い師の指示 に従 って,平 和 を宣言 す る(427-486)。
『冬物語』
前提状況:シ チ リアの王 リオ ンテ ィーズは妃八一マイオニーが親友 のボヘ
ミア王 と密通 した と疑 い,暗 殺 をた くらむ。 ボヘ ミア王は無事脱 出す るが,
さ らに娘パーデ ィタを不義の子 と判断 して廷 臣アンテ ィゴナスに捨て させ る。
神罰 としての王子 の死,そ れに続 くハーマイオニーの死。 アポロ ンの神託 に
よ って己の罪 を悟 った りオ ンテ ィーズは長い改俊の生 活を送 る。捨て られた
パ ーデ ィタはボヘ ミアの羊飼 い父子(道 化)に 拾われその娘 と して養育 され
る。16年後,美 しい村娘 に成 長 したパ ーデ ィ タにボヘ ミア王子 フ ロ リゼル
が求婚す る。村娘 との結婚 を望 まない父 ボヘ ミア王 の怒 りを逃れて,フ ロリ
ゼル とパ ーデ ィタは変装 して シチ リア宮 廷に保 護を求 め る。
逆転 ・認知前 の混乱(V-1):シ チ リア宮廷,フ ロ リゼル とパ ーデ ィタの
到来。
逃亡 した王子 を追 ってボヘ ミア王 が到 来,王 子 と羊 飼い娘を捕 らえ るよ う
に依頼。
さ らに,同 行 していた羊飼 い とその息子 が捕 らえ られ,拷 問を受 ける。
逆転 ・認 知①父 と娘 の再 会(V-2):父 と娘 の認知場 面は舞台上 では演 じ
られ ない。宮廷紳士 たちと,羊 飼 いを終始騙 していた道化 オー トリカスの対
話,報 告 によ って もた らされる(コ ーラス場面)。
パー ディタが リオ ンテ ィーズの娘 であ った こと。証拠 の品 と して,バ ーディ
タが捨て られた時に持 っていた母 の衣服,宝 石,手 紙,母 に似た品位 と気質。
ア ンティゴナスの死の報知。
そ の結果:シ チ リア王の歓喜 と改俊。 ボヘ ミア王 との和解。 それ と同時 に
廷臣 ア ンティゴナスと妃ハ ーマイオニーの死 が嘆かれる。 当然 フロ リゼル と
パー ディタの結婚 が承認 され,シ チ リア,ボ ヘ ミア両王 国の継 承者 とな る。
羊飼いの 出世。 コ ミック ・シー ン(124-175):王家 の恩人 と して彼 らは感
謝 され る。羊飼 いはパ ーデ ィタの養父 と して,道 化 の息子 は兄 として王家の
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親族 とな った。彼 らは詐欺 師オー トリカ スを許 して出世を約束す る。
逆転 ・認知 ②夫 と妻,母 と娘 の再 会(V-3),ポ ー リー ナ家 の礼 拝堂:亡
きハ ーマイオニ ーを記念 して,ポ ー リー ナはその彫像 を作 らせ た。 その彫像
が人 々の前で蘇 る。 ポー リーナによ る真相の報告。死んだ と思 われ ていた彼
女 は生 きていて,ポ ー リーナに匿われて いた。デ ウス ・エ クス ・マキナに相
当す る静止 していた彫像 が動 き出す スペ クタクル場面(98-120)。
八 一マイオ ニー とリオ ンテ ィーズ との再会場面 につづ いてハ ーマイオニー
とパ ーデ ィタ との再会(118-128)。
さ らなる結婚 の成立。 リオ ンテ ィーズ はポー リーナと廷 臣カ ミ一 口の献身
に感謝 し,彼 らを結婚 させ る(135-145)。
最後 の台詞 は リオ ンテ ィーズ による 「宴へ の招待」 である(151-155)。
(妻に)こ れが おまえ の新 しい息子,や がて王 とな る人だ。
天 の導 きでお前 の娘 の婚約者 となった。(妻の侍女に)ポ ー リーナ,
宴 の席 へ案 内 して くれ。 そ こで われ われ は,お 互 いに楽 しく
尋 ねた り,答 えた りしよう。私 たちが別 れてか ら
過 ぎて行 った長 い時の流れ に,ど ん な役割 を
演 じてきたのかを。 さあ,急 いで行 こ う。
『テ ンペ ス ト』
前提状況:大 嵐 に遭 った ナポ リ王 の一行 を乗せ た船 が難破,孤 島に漂着 す
る。 ナポ リ王 ア ロンゾーは息子 フ ァーデ ィナ ン ドを失 った悲 しみに くれ る。
実 は この難破 は,魔 術 師 プ ロスペ ローの魔術 の結果で あ った。12年前 ミラ
ノ大公であ ったプロスペ ローは,弟 ア ン ト一二オーとアロンゾーの姦策 によっ
て地位 を追 われ,娘 ミランダと共 にこの島に移 り住 み,妖 精 エア リアル と怪
物 キャリバ ンを配下にして暮 らしている。一行から離れてナポ リ王の王子 ファー
デ ィナ ン ドも漂着 す るが,ミ ラ ンダ と出会 い,両 者 の間に恋が芽生 え る。 プ
ロスペローはファーデ ィナ ン ドに試練 を課 し,心 の清 らか さを確 かめた上 で,
結婚 を許 す。 エア リアル はナポ リ王一行 をプ ロスペ ローの岩屋 の前 に誘い出
す。
認知場面(V-1):魔術の開始。 プ ロスペ ローが杖で描いたマジ ック ・サー
クルの中に,ナ ポ リ王の一行が捕え られ る(58)。
プ ロスペ ローの出現:二 階舞台 を用 いたデ ウス ・エ クス ・マキナ。 ここで
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初めて プロスペ ローは人 々の前 に神的な存在 と して姿を現す。彼 は忠実 な臣
下 ゴンザ一 口ーを褒め ると共 に,ア ロ ンゾー,セ バステ ィア ン,ア ン トーニ
オーの罪 を糾弾す る(58-84)。
プ ロスペ ロー は魔術師の法衣 を脱 ぎ,名 を名乗 り,ミ ラノ大公 の姿 に戻 る
(85-94)o
ア ロンゾーは改心 し,ミ ラノ公国 を返還す る。 プロスペ ローは彼 らを許 す
(111-134)o
父 と子 の認知:ア ロンゾーは息子 を失 ったことを嘆 く(136-141)。プ ロス
ペ ローが岩 屋の幕 を開 くと ミランダとフ ァーデ ィナン ドが睦 ま じく語 り合 う
姿 が見え る(172-177)。
結 婚の承認 と新 しい親族関係の成立(178-215)。
祝 宴への招待:ナ ポ リで結婚式を挙げ た後,プ ロスペ ローは ミラノで隠棲
する予定 であ る(301-312)。彼 は,人 々すべて を岩屋 に招待す る。
(ナポ リ王 に)臣 下の皆様 とおつ きの方 々を
私 の貧 しい岩 屋に ご案内 したい。今夜 はそ こで
休 まれ るが よい。 私の生涯の物語をつぶ さに
お話 しよ う。 この島に来てか ら,ど んな冒険があ ったのか。
き っと,時 のたつの もお忘れ にな るに違 いない(300-306)。
祝宴へ の招待 は,す べての喜 劇の結末 を飾 るものではあ るが,ロ マ ンス劇
では,戯 曲全体 の解決を示す重要 な フ ァクター とな って いる。 『ペ リク リー
ズ』(V-3,80-84),『シ ンペ リン』(V-5,477-486),『冬物語 』(V-3,
151-155)o
宴 とは親 しき交 わ りであ り,終 幕 に立 ち会 うすべての人 々の和解 と平和へ
の招 きで ある。 それが若 い ヒー ロー とヒロイ ンの結婚 によ って もた らされ る
ことはす でに見 た。多 くの シェイ クス ピア喜劇 に共通す る大 団円で あるが,
後期 ロマ ンス劇 で特 に強調 され るのは何であろうか?長 大 な結尾部 の苦難 ・
逆転 ・認知 ・解決 の連鎖 に描 かれるのは,王 国の継承 であ る。 老いた王 たち
が,見 失 い,死 ん だと思 われていた娘や息子 と再会 し,正 当な継承者 を見出
す。 若者 たちの結婚 によ って王 国はさ らに豊 かに発展す るであろ う。神 の恩
寵の下 に,人 々すべて の平和が予約 され ている。悲劇 の結末 と対比 させれば














しか し,今見てきたロマンス劇についていえば,王 国の繁栄,幸 福な社会
の成立は,劇 の構造 自体 として,カ タルシス=浄化を成立させている,と い
えないだろうか?若 者たちの結婚の障害とは,共 同体に潜む諸々の 「悪」
であり,その障害の除去によって,恋人たち同士のみではな く,親子,兄 弟,
友人,敵 対者,さ らに関係するすべての人々の改心と和解をもたらし,祝宴









最終のエクソ ドス場面で,コ ロスはオイディプスに心からの同情を示 し,




れる。 しか し,共同体の見地に立てば,オ イディプスの破滅によって,都 市
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テーバイは 「救われる」のだ。アポロンの もた らした疫病,こ れは先の王 ラー
イオスの殺害者が認知 された ことにより,自 動 的に終息す る。悪 の根源であ っ
た王 を追放す る ことによって,(一 時的 にせ よ)テ ーバイは浄化 され た!
もちろん物語 の続 きでは,オ イデ ィプスの息子 の争 いが,ま た新 たなテーバ
イの悲劇 を もた らす。 『ア ンテ ィゴネー』で は クレオ ンがオ イデ ィプス同様
のハ マルテ ィア(判 断の誤 り)に よって苦難 に至 る。 ここで も彼 の苦 しみ と
改心 によ って,浄 化 が達成 され る。 さら し者 に された死者 ポ リュネイケース
の呪 いは,も はや コロスの属す るテーバイ共 同体には及 ばな いで あろ う。
同 じことは 『バ ッコスの信女た ち』 について も言え る。 デ ィオニ ュ ソス祭
儀 を受 け入 れず反抗 したペ ンテ ウスが破滅 し,そ の累は母 アガ ウ ェ,祖 父 カ
ドモスに及 んで彼 らはテーバイか ら追放 され る。デ ィオニ ュソスの下 すあま
りに も残酷 な,非 条理 な運 命が描 かれてい る,と い うことで逆 に現代人 の興
味 を引 く(ジ ョー ジ ・ス タイナー,ヤ ン ・コッ トな ど)作 品だが,こ の悲劇
の基本 的テーマは,都 市 国家テーバイがデ ィオニ ュソス信仰 を いか に して受
け入れ たかの縁起 を示 す ことであ り,デ ィオニ ュソスの君 臨 によって,テ ー
バ イは繁栄 するのであ る。
古 き悪 しき王 の共 同体 か らの追放 とい う人類 学のテーマが ここに も見 出 さ
れ るのだが,一 方 で これは,コ ロスの見地 か らすれば,共 同体の浄化 を もた
らす 追放劇 とも言 え るであ ろう。 贈罪 山羊 と して追 放 され る ヒー ローに,
「同情 と共感 の涙」 を流 しつつ,再 生 し,浄 化 された共 同体 をコ ロス は祝 う
ので ある。苦難(パ トス)を 通 じての共 同体 の浄化,そ れがギ リシア劇作家
た ちの,ま たシ ェイクス ピアの創作 の 目的であ った。
その ような意味 で,カ タル シスは戯 曲の構造 の中に仕組 まれてい る,と 言
え るで あろ う。 ア リス トテ レスはそ こまで論 じつ くさな か ったが,悲 劇 を
「ひとつの全体的な行動 の模倣」 と定義 す るときに,こ の ことを意識 しなか っ
た とは言え まい。
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